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１１月６日（日）に、曽谷公民館にて第２７回国分川調節池を育む会を開催しました。 

今回の育む会では、千葉県より下池南側から東側にかけての管理用通路の舗装工事とフェンス

の設置工事・ガマの穂綿飛散対策について説明がありました。市川市からは、今年度実施する 

下池の散策・休息ゾーンの工事説明及び、平成２９年度より整備に入る自然ふれあいゾーンの設

計案を提示し、公園施設の詳細等について部会での作業を通して検討いただき、また、育む会の

今後についてのアンケート調査結果の報告等を説明いたしました。 

 

１．下池での工事等について 

  県が実施する下池南側から東側にかけての管理用通路の舗装工事とフェンス工事について、

11月より施工予定です。また、ガマの穂綿飛散対策として、法面部分は根元から刈取り、水面

部分は上池・中池・下池いずれも上部の穂綿部分のみ10月に刈取りを終えました。 

  市が進めている下池の散策・休息広場の整備工事については、平成29年2月末に工事終了予

定で4月の開園を予定しておりますが、芝生広場は養生のため、9月に使用可能になる見込みで

す。 

 

２．自然ふれあいゾーンについて 

  前回の育む会では、観察園路や観察デッキ等について、おおまかな配置案をご検討いただき

ました。今回は、皆様の意見をもとに市で作成した案を提示して、主に3点について検討を 

していただきました。検討結果については、裏面のとおりとなります。 

 

  ① 水辺空間・自然植生の形態（水性植物の配置、利用方法等） 

  ② 観察園路の形状（手すりの有無） 

  ③ 観察デッキの形状（船型または一般的なもの） 

 

 ○ 計画平面図（案）           ○観察園路イメージ（左：転落防止柵有り 右：地覆のみ） 

 

 

 

 

 

 

 

                        ○観察デッキイメージ（船型） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



部会 水辺空間・自然植生の形態 観察園路の形状 観察デッキの形状 

自然 

復元 

・デッキの西側の一部にコ

ンテナを埋めてハスやス

イレンを植栽し、来園者

が楽しめるような場に。 

・水辺空間を東側にもっと

広く取ってみては。 

・園路はもう少し東側に

延ばしてほしい。 

・手すりは全てに 設置 

せ ず 、 部 分 的 や 片側 

のみとしてみては。 

・形状は船型に賛成。 

・道の駅からの目印になる

ため、マストは良い。 

・デッキの一部を下げて 

水辺に近づけるように。 

・ベンチの種類は多いほう

が良い。 

自然 

ふれ 

あい 

・（散策休息広場は）市道

からの眺めを考慮して綺

麗な花を植え、四季を感

じられるような場に。 

・ガマの繁殖力は強いが、

ある程度他の植栽との住

み分けができるように。 

・手すりは必要ないが、

車 椅 子 等 が 落 ち ない 

対策はするように。 

・デッキにお金をかける

の で あ れ ば 、 そ の分 

園 路 を 長 く し て ほし

い。 

デッキの低くなった所から

外に出られるようにして、

子どもたちが水にふれ合え

るように。 

多目 

的利 

用 

バス通りから眺めても魅力 

を感じないので、花を植え 

る等して魅力ある場所に。 

安全第一を考え、手すり 

を設置するのが良い。 

スロープがあると車椅子 

の人が危ないので、階段 

でも良いのでは。 

散策 

・ 

休息 

花を植えるのは反対では 

ないが、必要以上に手を 

入れなくても良いのでは。 

最終的には放任管理にでき 

るのが望ましい。 

園路は地覆のみとし、  

デッキ部に転落防止柵を 

設ければ良い。 

・形状はシンプルなものが

良い。（船型にするなら

川船の形状に。） 

・雨よけ、ひよけが欲し

い。 

 

３．国分川調節池を育む会の今後について 

  国分川調節池緑地整備完了後の育む会について、会員の方を対象に9月に実施したアンケー

ト調査結果及び、市内ボランティア団体の活動状況について報告をいたしました。（アンケー

ト配布数42部、回収数24部） 

  アンケート回答者の約4分の3は今後も運営・管理に関わっていきたい意向を持っており、 

また、そのうちの約半数は育む会有志で組織を立ち上げたい意向を持っていることが分かり

ました。ボランティア団体の活動状況については、活動の動機として「仲間づくり」をどの

団体も挙げていました。 

 

４． 今後の予定 

今回いただきましたご意見を踏まえ、今後の設計に反映させていきたいと考えております。

今回の結果は次回の育む会（平成29年2月頃開催予定）にてご報告する予定です。 

また、育む会の今後について、さらに踏み込んだ内容のアンケート調査を実施させていただ

き、新組織設立に向けて進めていく予定です。 

 

 

 

 

  

 

 

※ご連絡先 

国分川調節池を育む会事務局（市川市水と緑の部 公園緑地課） 

〒272-0033 市川市市川南２丁目９番１２号（市川南仮設庁舎） 

市川市ホームページもご覧下さい！ 

「国分川調節池を育む会」で検索して下さい。 

 

 

「国分川調節池を育む会」は、

千葉県が整備した国分川調節池

において、市民の皆様と行政が

協働で上部活用について検討・

実行することを目的として設置

されました。 


